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「多摩市行政評価レポート」の発行にあたって

「つながり 支え 認め合い いきいきと かがやけるまち 多摩」を将来都市像とする第六次総合計画がスター

トし、令和７(2025)年度で３年目を迎えました。この計画では、地球規模の環境問題、少子化・高齢化の進行、

や担い手不足、今後の人口減少等の課題を乗り越えるため、６つの「分野別の目指すまちの姿」とともに、３つ

の「分野横断的に取り組むべき重点テーマ」（①環境との共生、②健幸まちづくりの推進、③活力・にぎわいの

創出）を設定し、取組を推進しています。

総合計画では、行政評価の手法を用いて、社会の変化にも柔軟に対応しながら、限られた経営資源の中でより

効率的・効果的な財源配分と事業選択につなげるものとしています。このレポートは、年度ごとの取組状況を市

民の皆さんと共有し、これからのまちづくりを共に進めていくことを目的として発行しています。

令和８(2026)年２月 多摩市長 阿部 裕行

市長より

令和７(2025)年度においては、昨年度の試行実施を踏まえ、引続き評価と予算の連動

強化、評価事務の効率化、各種データを踏まえた未来志向の議論の場づくり等に取り組

みました。また、市民の皆さんからの多様な意見を評価に活かすため、新たに無作為抽

出による市民ワークショップを実施するとともに、子どもみらい会議における「市政へ

の提案」を踏まえ、今後の方向性を検討しました。ご協力をいただいた皆さんに、この

場を借りて感謝申し上げます。

令和８(2026)年度は、第六次総合計画の基本計画改定に着手する年となります。総合

計画の着実な推進に向け、これまでの取組により得られた課題を、行政評価のしくみの

改善へと活かすなどPDCAサイクルにより、今後のまちづくりを推進していきます。引き

続き、ご協力の程よろしくお願いいたします。
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事務事業評価

政策・施策評価

総合計画の
進行管理

事務事業の管理
決算事業報告書

（毎年10月公表）

行政評価レポート

1 行政評価とは ～総合計画の着実な進行管理に向けて～

本レポートの対象範囲

○ 本市の進める「行政評価」とは、市の取組がどのような成果をもたらしたのかという視点で、各年度の取組状況を

確認するとともに、あらためて「目指すまちの姿の実現」という観点から議論し、その結果を翌年度以降の改善につ

なげていくためのしくみです。

○ 総合計画では、政策・施策レベルの評価と、具体的な手立てである事務事業レベルでの評価を行うことで、PDCA

サイクルによる計画の進行管理と予算との連動に取り組んでいます。

○ 本レポートでは、主に「政策・施策評価」の部分に焦点を当てて掲載しています。なお、「事務事業評価」につい

ては、事業カルテを作成し、市議会による決算審査に際しての附属資料「決算事業報告書」として提出・公表してい

ます。

事務事業評価

の結果を土台

として活用
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２ 総合計画の概要

将来都市像

つながり 支え 認め合い いきいきと かがやけるまち 多摩

総合計画

基本構想

基本計画

政策B 政策C政策Ａ 政策D 政策E 政策F

８施策 ４施策 ７施策 ４施策 ７施策 ４施策

子どもの成長を
みんなで支え、
ともに生きるまち

支え合いのなかで、
いつまでも

安心して暮らせる
まち

地域で学び合い、
活動し、交流
しているまち

みんなが
いきいきと働き、
集い、活気と魅力
あふれるまち

みんなが安心して
快適に住み
続けられるまち

地球にやさしく、
水とみどりと
くらしが調和した

まち

【子ども、学校教育】 【健康、医療、介護、福祉】 【市民活動、コミュニティ、
生涯学習、社会教育、文化】

【産業振興、観光、
都市農業】

【都市づくり、交通、
防災、防犯、住宅】

【環境】

分野別の目指すまちの姿

○ 総合計画は、市民と行政の共通の目標として本市の将来都市像とまちづくりの基本的な方向性を示し、

総合的・計画的にまちづくりを進める上で根幹となる計画です。本市の行政計画の中で、最上位に位置付けられる

計画でもあります。

○ 市の将来像を定める「基本構想」(将来都市像、分野別の目指すまちの姿など)と、具体的な取組(政策・施策など)

を定める「基本計画」の２層で構成しています。

総合計画の構成（概要）
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３-1 総合計画の体系 （政策）

政策A
子どもの成長をみんなで支え、
ともに生きるまち の実現

施策１
子どもの健やかな成長への支援

施策２
子育て家庭への支援

施策３
子育て・子育ちを育む地域づくり

施策４
子ども・若者に対する多角的な支援

施策５
児童・生徒の学びを支える環境づくり

施策６
確かな学力を育む教育の推進

施策７
豊かな心を育む教育の推進

施策８
健やかな体を育む教育の推進

政策Ｂ
支え合いのなかで、いつまでも
安心して暮らせるまち の実現

施策１
予防から医療まで健康づくりと健康を支える
ネットワーク

施策２
誰もが健幸で暮らしやすい地域づくり

施策３
地域生活における高齢者支援

施策４
障がい者（児）が安心して暮らせるまちづくり

政策Ｃ
地域で学び合い、活動し、
交流しているまち の実現

施策１
平和の希求と人権の尊重・男女平等の推進

施策２
交流による多文化共生社会の醸成

施策３
多世代共生型のコミュニティづくりの推進

施策４
学びや学びあいからはじまる地域づくりの推進

施策５
「社会教育」と「家庭教育支援」の充実

施策６
スポーツを通じてつながり、笑顔になれる
まちづくり

施策７
文化芸術が身近にあるまちづくりの推進

政策Ｄ
みんながいきいきと働き、集い、
活気と魅力あふれるまち の実現

施策１
活力ある地域経済を支える産業の振興

施策２
拠点地区活性化の推進

施策３
観光の視点からのまちの魅力づくりの推進

施策４
農業者と市民が支える都市農業の推進

政策Ｅ
みんなが安心して快適に
住み続けられるまち の実現

施策１
次世代につなぐ都市づくりの推進

施策２
安全で快適な道路環境整備

施策３
安全・安心で快適な市民生活を支える下水道

施策４
減災・防災体制のさらなる強化

施策５
暮らしの安全を守るまちづくりの推進

施策６
良質な住宅ストックの確保と良好な居住環境
の形成

施策７
交通ネットワークの形成

政策Ｆ
地球にやさしく、水とみどりと
くらしが調和したまち の実現

施策１
スマートエネルギー社会の構築

施策２
自然環境・都市環境の保全と創出

施策３
資源循環社会の構築

施策４
環境を支える人づくりとパートナーシップの形成
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○ 総合計画では、市を取り巻く様々な課題を乗り越え、将来都市像を実現するため、３つの「分野横断的に

取り組むべき重点テーマ」を設定しています。

○ 縦に伸びる６つの矢印は「分野別の目指すまちの姿」の実現に向けた取組、横に広がる３つの矢印は「分野横

断的に取り組むべき重点テーマ」を表しています。縦と横の２つのアプローチにより取組を推進します。

子ども、
学校教育

健康、医療、
介護、福祉

市民活動、
コミュニティ、
生涯学習、

社会教育、文化

産業振興、観光、
都市農業

都市づくり、
交通、防災、
防犯、住宅

環境

将来都市像

つながり 支え 認め合い いきいきと かがやけるまち 多摩

重点テーマ３ 活力・にぎわいの創出

重点テーマ２ 健幸まちづくりの推進

重点テーマ１ 環境との共生

3-2 総合計画の体系 （重点テーマ）
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(1) 評価と予算との連動強化 ※詳細は次ページ参照

４ 令和7（2025)年度における主な取組内容

昨年度の試行実施を踏まえ、引き続き、次の(1)～(3)の視点に基づく取組を実施しました。また、多様な意見を評価

に活かすため、新たに無作為抽出による市民ワークショップ（昨年度のオンライン座談会から変更）を実施するととも

に、子どもみらい会議における「市政への提案」を踏まえて行政評価（内部評価）を行いました。

行政評価（内部評価）に当たっては、既存資料の活用により、

評価シート作成、評価事務の効率化を図りました。

(2) 評価事務の効率化 (3) 各種データを踏まえた
未来志向の議論の場づくり

施政方針を
立てる

部の目標を
立てる

内部評価の実施 議会による評価

※「部の目標・取組方針」の記載内容を評価用に並び替え・転用

評価と予算との連動強化に向け、年間の主要スケジュールを再整理・明確化しました。

→ → → →

部の目標・
取組方針

行政評価
（政策）

行政評価
（重点テーマ）

評価結果を
予算編成に活かす

重点テーマの中でも
より注力すべき基本
目標を設定

総合計画で定める「施策の成果指標・目標

値」だけでなく、各種データ（市政世論調査

における市政に対する市民満足度、政策の重

要度等、国が示す地域幸福度（Well-being）

指標、その他統計データ等）を参照しながら、

今後の方向性を検討しました。

既存資料

新たに評価シー
トを作成するの
ではなく、既存
資料を活用(※)

これまでの施策単位で
なく、より大きな政策
単位（原則、部単位）
での評価を実施

市民による評価
・市民ワークショップ
・子どもみらい会議

新たな取組

→
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○ 限られた財源（予算）の中で、より効率的・効果的な財源配分と事業選択を行うため、評価結果と予算との連動に

に取り組んでいます。

４月３月

〈前年度〉 〈当年度〉

３月

５ 年間スケジュール

次年度の
施政方針へ
反映

当年度に進むべき
方向性を示す

前年度を振り返る
とともに、施政方針
も踏まえ、当年度の
目標を設定

議会による評価
結果や予算編成
方針を今後の取
組に反映

スタート ゴール

予算化した事業等を
次年度の施政方針に
取り入れ、次年度の
方向性を示す

部の目標、当年度の
動向等を踏まえ、
今後の方向性を検討

施政方針

(市長)

Ⅰ

各部の目標・

取組方針

Ⅱ

内部評価

(政策・重点テーマ)

Ⅳ
議会による

評価

Ⅴ

市民ワークショッ
プ、子どもみらい
会議（令和７年１
月開催）からの多
様な意見を収集し、
行政評価につなげ
る

予算編成

方針

Ⅵ

市民による

評価

Ⅲ

①市民ワークショップ

②子どもみらい会議

６月

○ 本市における行政評価のおおまかなスケジュールは下図のとおりです。各年度の達成状況を評価した上で、計画の

目標達成に向けた取組を推進していきます。
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Ⅰ 施政方針（多摩市長）

次年度の
施政方針へ
反映

施政方針

(市長)

Ⅰ

各部の目標・

取組方針

Ⅱ

内部評価

(政策・重点テーマ)

Ⅳ

市民による

評価

Ⅲ
議会による

評価

Ⅴ

予算編成

方針

Ⅵ
①市民ワークショップ

②子どもみらい会議
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令和７（2025）年度 市長施政方針（骨子）

世界では、分断と対立、差別などにより、子ども、女性、障

がい者など弱い立場の方が声をあげることの困難な時代が続い

ています。

本年は戦後80年の年です。平和首長会議の一員として、被爆

の実相の継承と、核と戦争のない恒久平和の世界を創ろうとの

声を多摩地域から響かせていきます。

昨年、自治基本条例施行20年を迎え、「協創」という考え方

を条例に取り入れるとともに、市職員による「協創サポー

ター」制度を開始しました。地域のイベントで顔の見える関係

をつくり、地域コミュニティの再生に向け地域の皆さんの活動

を応援します。

多摩センター地域で自動運転バスの走行実験、永山地域で移

動モビリティ実証実験をしました。多摩川河川敷の「せいせき

カワマチ」の取組は、国土交通大臣から「かわまち大賞」の表

彰を受けました。子育て世代や若い人々に選ばれるまちとする

ため、現場の声に耳を傾け、市役所の総力を挙げて取り組みま

す。

・変化の激しい中でも歩みを止めず前に進んでいく年度に

・持続可能な行財政運営

変化の激しい中でも歩みを止めず

前に進んでいく年度へ

はじめに

戦後80年間は右肩上がりで経済成長を続ける時代が前提でし

たが、さまざまな仕組みが合わなくなっています。物価高騰や

人件費の増加に税収の伸びが追い付かない中、予算編成は年々

厳しさを増しています。その中でも、未来に向けた投資などは

条件が整った段階で順次スタートします。変化の激しい時代で

も歩みを止めず前へ進めます。

限られた予算と人財で持続可能な市政運営を行うため、DXの

推進、公民連携、自治体間連携などに取り組みます。公共施設

を適切に維持・更新するため、「（仮称）アセットマネジメン

ト計画」を策定します。今後の整備のあり方について、市民の

皆さんと対話しながら検討を進めます。情報発信を工夫し、市

民の皆さんにより伝わり、理解が得られるように努めます。

市政運営の基本的考え方

多摩第一小学校での地球温暖化に関する
国連広報センターによる特別授業の様子

9



「こどもまんなか社会」の実現に向け、市の強みを伸ばし、

子どもたちを取り巻く課題解決に取り組みます。昨年初開催し

１万人以上の参加のあった「たまこどもフェス」を開催します。

こども家庭センターを聖蹟桜ヶ丘の健康センター内に開設し、

妊娠期から継続した支援を行います。

聖蹟桜ヶ丘駅周辺では、聖蹟桜ヶ丘駅が関戸駅として開業し

てから100周年を迎えます。北地区の区画整理後の開発完了も

踏まえ、かわまちづくりにより河川空間の賑わいづくりとも一

体となって活性化に取り組みます。

多摩センター駅周辺では、多摩中央公園が改修整備を終え、

４月にグランドオープンします。大型遊具のあるインクルーシ

ブな広場など誰もが楽しめる公園になります。パルテノン多摩、

中央図書館やグリーンライブセンターなど公共と民間が一体と

なって賑わいを創出します。

昨年11月、多摩第一小学校で地球温暖化に関する国連広報

センターによる特別授業が行われました。参加した子どもた

ちからは「一人では変えられないことも、みんなで取り組め

ば変えられる」と言葉がありました。市としても「意識と行

動の変革につながるムーブメント」を起こすための取り組み

を進めます。

市は、昨年、都内で初めて「脱炭素重点対策加速化事業」

に選ばれました。省エネ推進・再エネ導入の最大化に向け、

市民や事業者の背中を押す取り組みを進めます。

「地球沸騰化」ともいわれる気候変動は想像を超え進んで

います。まずは総合体育館第１スポーツホールへのエアコン

設置を行います。

・活力・にぎわいの創出

永山駅周辺では、諏訪・永山地区でリーディングプロジェク

トを進めています。ＵＲ諏訪団地では先行区の建て替えが７月

竣工の予定です。東京都と連携の上、永山駅周辺の再構築や南

多摩尾根幹線沿道の土地利用転換など魅力の維持・向上を図り

ます。

総合計画で掲げた３つの「重点テーマ」

・環境との共生

・健幸まちづくりの推進

４月の「みんなの笑顔が広がる歯と口の健康を推進する条

例」の施行を機に、26市初のパートナーも対象とする妊婦歯

科検診など、歯と口の健康につながる取り組みを推進します。

１月に施行した「手話言語条例」につき、11月のデフリン

ピックを機に、手話の理解促進や普及を進めます。健康寿命

の延伸を目指し、日々の健幸的な行動の継続につながるよう、

アプリを活用した「健幸ポイント」の取り組みを進めます。

自動走行モビリティサービス実証実験の様子

多摩中央公園の大型遊具
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物価高騰を感じる場面が多くなってきました。気候変動によ

る影響やエネルギーコストの上昇、人手不足などの不安定要素

があります。南海トラフ巨大地震、首都直下型震災はいつ発生

してもおかしくない状況です。あらゆる場面でリスクマネジメ

ントに基づく経営姿勢が求められています。公共交通の維持・

発展のため、国・東京都へ技術開発・研究への投資を要望して

います。私は昨年から、聖蹟桜ヶ丘と羽田空港を多摩川上空で

結ぶ「空飛ぶ車」構想を提案しています。本市として、時代を

見据え、果敢にチャレンジし、新たな時代の先頭に立って切り

開きます。

本市がビジネスの場、働く場として「選ばれるまち」であり続

けるため、物価高騰、人手不足等の課題への対応を進め、創業

や起業などを後押しします。

１月に多摩中学校で開催された「子どもみらい会議」では、参

加した子どもたちから、数多くの提案とともに、「市民一人一

人がまちづくりに参加しているという意識をもって行動に移そ

う」というメッセージがまとめられました。自分たちに何がで

きるかと真剣に議論する未来を担う子どもたちに頼もしさを感

じました。市としてできることに着手します。

むすびに

本市と友好関係にあるアイスランドからは、男女平等15年連

続第一位の歴史を学び、本市のジェンダー政策や健幸まちづく

りをさらに前進させます。

多摩村、多摩ニュータウンの草創期からの文化・芸術活動に

つき、街なかやコミュニティの中で音楽や舞踊アート、アニメ

などが奏でられるまちづくりを進めます。

昨年16年ぶりにJ１リーグに復帰した東京ヴェルディは、６

位という好成績でフィニッシュしました。アグレッシップな闘

いに学び、共に活路を見出し頑張っていく決意です。「つなが

り支え認め合いいきいきとかがやけるまち多摩」の実現に向け、

市民の皆さんのご理解とご協力を得て取り組んでいくことを宣

言します。

令和７年度市長施政方針の全文は、
公式ホームページをご確認ください。

子どもみらい会議の様子

地域のイベントでの協創サポーターの様子
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Ⅱ 各部の目標・取組方針

次年度の
施政方針へ
反映

施政方針

(市長)

Ⅰ

各部の目標・

取組方針

Ⅱ

内部評価

(政策・重点テーマ)

Ⅳ

市民による

評価

Ⅲ
議会による

評価

Ⅴ

予算編成

方針

Ⅵ
①市民ワークショップ

②子どもみらい会議
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１ 各部の目標・取組方針について

２ 各部の目標と取組方針シート

本市では、職員一人ひとりが、目的意識を持って業務にあたるとともに、組織として計画実現に向けた取組を推進

するため、年度当初（４月）に各部（局・室）の長が、前年度の成果等を振り返った上で、当年度の目標・取組方針、

具体的な取組項目を設定しています。

この部（局・室）の目標は、職員間で共有し、各職員の個人目標の設定に当たり活用を図るとともに、市民の皆さ

んと情報共有するため、市公式ホームページ等で公表しています。

7

8

6

3

4

2

5

○○ の目標

○○課　○○課　○○課

部の役割

令和７年度

健幸まちづくりにおける部の役割

具体的な取組

1

部の取組方針

部の目標

・令和7(２０２５）年４月１日時点の部（局・室）名等を記載

多摩市組織条例等に基づき、記載

予算編成結果や施政方針を踏まえ、部の目標を記載

「部の目標」達成に向けた取組の基本姿勢、活動指針などを記載

健幸まちづくりの視点における部の役割と、健幸まちづくり

に資するものとして今年度実施する取組を記載

※健幸まちづくりとは、市民の誰もが健康で幸せに過ごせる

まちを目指して、健康と幸せを獲得しやすい環境を整えてい

く取組です。

「部（局・室）の目標」及び「部の取組方針」に基づき、各課

が実施する具体的な項目（予算の有無にかかわらない）を

記載

4

（成果）

7

5

6

3

4

1

2

令和６年度

「健幸まちづくりにおける部の役割」

具体的な取組 （成果）

部の取組方針部の目標

令和６(2024)年度に設定した健幸まちづくりのおける部

（局・室）の役割に基づいて各課が実施した取組の成果（予算

の有無にかかわらない）を記載

令和６(2024)年度に設定した「部（局・室）の目標」及び

「部の取組方針」に基づいて各課が実施した具体的な取組

の成果（予算の有無にかかわらない）を記載
令和６(2024)度分の取組内容を記載

令和６(2024)年度の取組を記載

令和６(2024)年度の部（局・室）の目標を記載 令和６(2024)年度の部（局・室）の取組方針を記載

13



議会事務局 の目標
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オンブズマン事務局 の目標
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企画政策部 の目標
企画課　行政管理課　施設保全課
秘書広報課　財政課　情報政策課

16



17



協創推進室 の目標
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総務部 の目標
総務契約課　人事課　文書法制課　防災安全課

20



21



市民経済部 の目標
課税課 納税課　市民課　経済観光課

22



23



くらしと文化部の目標
文化・生涯学習推進課　平和・人権課
TAMA女性センター　スポーツ振興課
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子ども青少年部 の目標
子ども・若者政策課　こども家庭センター

児童青少年課
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28



29



30



31



32



33



34



35



36



．

．
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40



41



42
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Ⅲ 市民による評価結果

次年度の
施政方針へ
反映

施政方針

(市長)

Ⅰ

各部の目標・

取組方針

Ⅱ

内部評価

(政策・重点テーマ)

Ⅳ

市民による

評価

Ⅲ
議会による

評価

Ⅴ

予算編成

方針

Ⅵ
①市民ワークショップ

②子どもみらい会議
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（１） 概要
本市では、「評価への参画」を定める多摩市自治基本条例第26条に基づき、平成17（2005）年度から市民による

評価として市民アンケート等を実施してきました。また、平成24年（2012）年度からは、より多くの市民の皆さん
に参加いただきながら、市民同士の議論のもとで評価が行えるよう、無作為抽出で選ばれた方に参加を呼びかける
形に変更し「行政評価市民フォーラム」を開催してきました。
令和６年度は新たな行政評価のしくみの試行として、オンライン座談会を実施しましたが、令和７年度は、

「まちづくりワークショップ」と題して、対面による市民ワークショップを実施しました。ワークショップでの多
様な意見は、市役所内部での行政評価に活かしています。

（２）実施内容

実施日時 令和７年５月24日（土） 14時00分～16時30分

参加者数 24名

実施内容

政策分野ごとに少人数のグループに分かれて、以下のテーマに沿って個人やグループでの検
討を行い、その結果をグループごとに発表。

ラウンド１．「多摩市の魅力とは？多摩市の課題とは？」
ラウンド２．「より良い多摩市に向けた取組の方向性を提案！」
ラウンド３．「取組の方向性の優先順位と私たちにできることは？」

政策分野
【A】子ども、教育分野 【B】健康、医療、介護、福祉分野
【C】市民活動、コミュニティ、生涯学習、文化分野 【D】産業振興、雇用、観光分野
【E】都市づくり、交通、防災、防犯、住宅分野 【F】環境分野

【令和７年度 まちづくりワークショップ実施概要】

１ 市民ワークショップ
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0

1
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3

4

5

6

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代

年代

（２） 参加者について

①以下の対象者から募集を行った
・多摩市住民基本台帳に記載されている15歳以上の市民（無作為抽出2,000人）
・わがまち学習講座に参加された方（令和４～６年）
・総合計画策定に係るワークショップ（令和５年５月）に参加された方

②参加者の属性

（人）
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分野横断的な意見

多摩市の魅力を活かした方向性

・「住みやすいまち」のアピール強化

・魅力を活かした情報発信

より重要な方向性

多摩市の課題を解決するための方向性

・SNSを活用した情報発信

・ハッシュタグの活用

★情報発信の強化
・自然の豊かさ、多摩市の歴史、利用できる施設の情報など
・多摩市の公園特設ポータルの開設（公園情報の一覧化）
・発信媒体を増やす
・キティちゃんやしまじろうから発信してもらう

・市から離れていく人が多い
・若い人にもっと住んでほしい
・高齢化による税収減

多摩市の課題

・自治体からの情報発信がない、伝わらない
・市民の力を十分に引き出していない

・働く世代への情報発信強化
・防災無線受信機の配布
・市民と一緒に情報発信の仕方を考える

（３）市民からの意見
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【A】子ども、教育

多摩市の魅力 多摩市の課題

魅力を活かした取組の方向性を提案！ 課題を解決する取組の方向性を提案！

より重要な方向性はコレだ！

より良い多摩市に向けた取組の方向性を提案！

・子育てひろばがある
・学童クラブがある
・子どもの声が聞こえる
・公園が多く、子育てしやすい
・保健師のサポートが厚い（産後～乳児）
・教育関係のサービスが充実している

・学生が多い
・保育園の質がいい

・給食があまりおいしくない
・大人が子どもに話しかけづらい雰囲気がある
・優秀な指導者不足
・保育園の定員が少ない
・共働き世帯へのサポートが少ない
・子育て世代へのサポートが少ない

・優秀な保育士の確保、収入補助

・パルテノン多摩、市、地域の団体が協力して子どもたちの活動
の場を増やす

・給食の味に対するアンケート実施
・子どもとお年寄りの結びつきを増やす
・子どもが育つ、感動するイベントの開催
・共働き世帯の横のつながり、コミュニティ作り
・市内学生の交流イベントを開催、若者世代に市の魅力を知って
もらう

・質のいい教育を維持するために、教員や保育士の人材確保

・子育て世帯とシルバー世代の連携
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【B】健康、医療、介護、福祉

多摩市の魅力 多摩市の課題

魅力を活かした取組の方向性を提案！ 課題を解決する取組の方向性を提案！

より重要な方向性はコレだ！

より良い多摩市に向けた取組の方向性を提案！

・元気なお年寄りが多い

・クリニックが充実している

・医療機関が多い

・大病院がいくつかあって安心

・散歩コースが多い

・婦人科・精神科少ない
・障害福祉が少ない
・ケアマネ不足
・ヤングケアラー問題
・８０５０問題
・カウンセリングがほしい（医療の手前）

・公園やよこやまの道など自然を活かしたウォーキング

・元気な高齢者の力を借りる

・民生委員のハードルを下げる
・民生委員の報酬を再検討する
・福祉サービスのアンケート実施
・スーパーの宅配サービス
・８０５０世帯、ヤングケアラーの横のつながり作り
・市への相談（カウンセリング）へのアクセスをよくする

・介護支援等にAIを活用
・若者と高齢者の助け合い、大学生と連携
（例：大学生などに高齢者と同じアパートに住んでもらい、家賃を補助する

代わりに高齢者の方の買い物などをお手伝いできる仕組みなど）

・民生委員が少ない
・障害福祉があまりよくないと聞く
・お年寄り（単身）の貧困
・若者の貧困

・ケアマネのAI化
・団地内に福祉施設を作る
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【C】市民活動、コミュニティ、生涯学習、社会教育、文化

多摩市の魅力 多摩市の課題

魅力を活かした取組の方向性を提案！ 課題を解決する取組の方向性を提案！

より重要な方向性はコレだ！

より良い多摩市に向けた取組の方向性を提案！

・パルテノン多摩が使いやすい

・図書館が充実

・スポーツチームとの連携

・幅広い世代が住んでいる

・地域活動の後継者がいない

・まち文化がない

・世代間の交流イベント
・スポーツチームと連携したイベントの開催
・公園やパルテノン多摩での世代間交流イベントの開催
・アート作品を公園に置く（企業コラボ）
・30代～40代の地域にかかわる人材確保
・サイクリング大会の実施

・個々の地域活動をつなぐ

・市内企業に勤めている人が市民活動に参加できる仕組み作り

・多摩中央公園を拠点とした住民参画の促進

・サイクリングイベントのさらなる実施

・サイクリングが楽しい

・若い人が意外と多い
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・地域のイベントが盛ん
・サンリオなどのキャラクターが有名
・よこやまの道
・「耳をすませば」の舞台と言われている
・サンリオと連携したまち
・聖蹟で買い物が一通りできる
・市内でデパートがあり、生活必需品が揃う
・商店街が面白い
・店が多い
・商店街がにぎやかになってきている

【D】産業振興、観光、都市農業

多摩市の魅力 多摩市の課題

魅力を活かした取組の方向性を提案！ 課題を解決する取組の方向性を提案！

より重要な方向性はコレだ！

より良い多摩市に向けた取組の方向性を提案！

・他の魅力もあるのにサンリオしか目立ってない
・地区によっては買いものが不便
・働く世代へのサポートが少ない
・働く世代が交流できる場がない、
機会があるのかわからない

・市内在住で市内で働いている人が少ない気がする
・新宿まで遠い、共働き世帯には住みにくい
・個人店が減って、チェーン店ばかりになりそう
・河川敷がもっと活用されたらいいと思う
・地域の祭りがない
・おいしい店がない

・川沿いの整備
・サンリオや「耳をすませば」のPR（例：調布のゲゲゲの鬼太郎）
・聖蹟桜ヶ丘駅から河川敷までの道の整備
・かわまちづくりの規模拡大
・駅前だけでは終わらない街歩きルートを考案し、ガイドブックを作る
・市内のお店をめぐる散歩コースが表示されるアプリの開発

・企業誘致
・市内で働く人同士の交流の場
・個人店開設に対する支援
・コレクティブハウジングを市で応援する
・団地の商店街を新しい事業にどんどん貸す
・働く世代の不安・要望についての
アンケート実施

・企業誘致と同時に多摩市で働く人々と市民交流の場を提供
・市内の雇用を増やす（企業誘致）

・富士山が見える
・多摩川の河川敷

・税収に繋がる企業誘致、起業支援
がもっとあればいい

・にぎやかな場所が聖蹟と
多摩センターで分かれていて
両方中途半端

・宿泊施設が少ない
・まちに活気がない
・地域で仕事が見つけられない、
職住近接ができない

・飲み屋が多い

・企業の本社を誘致
・民泊やゲストハウス事業者を誘致
・スタートアップ支援
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【E】都市づくり、交通、防災、防犯、住宅

多摩市の魅力 多摩市の課題

魅力を活かした取組の方向性を提案！ 課題を解決する取組の方向性を提案！

より重要な方向性はコレだ！

より良い多摩市に向けた取組の方向性を提案！

・交通の便がいい
・道が広い
・都心に近い
・地震が少ない
・歩車分離
・特急が止まる
・公共交通機関が発達している

・自動車への依存
・横の移動がしにくい
・バスの運転手不足
・高低差があり平坦な道が少ない

・防災、防犯のための監視カメラ設置

・エレベーターの設置 ・自転車専用レーンの整備
・グリーンスローモビリティの活用
・無電柱化のさらなる促進
・防災無線受信機の配布
・ガードレールや植木を増やして危険な横断を止める
・ミニバスのルートを充実させる

・バスと鉄道の乗り継ぎの便利さを向上させる

・電車で座って都心まで行ける
・都心への利便性が高い
・信号がない、横断歩道が多い
・モノレールがあり移動がしやすい
・新しい施設が多い
・地価が安い
・人の多さが適度

・多摩ニュータウンの過疎化
・路駐を見る機会が多い
・団地は坂道が多く、高齢者には厳しい
・バスの本数が減ってしまった
・お年寄りは団地の４階以上には住みにくい
・横断歩道以外を渡る人がいる
・１１０番の家が以前より減ったように感じる
・自転車への対応があまりない、車道へ追いやられている
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【F】環境

多摩市の魅力 多摩市の課題

魅力を活かした取組の方向性を提案！ 課題を解決する取組の方向性を提案！

より重要な方向性はコレだ！

より良い多摩市に向けた取組の方向性を提案！

・自然が豊か
・新しい公園やカフェがある
・子どもが走り回れる緑が多い
・公園が多い
・水素バスが走っている
・多摩の森が残っている場所にウグイスがいる
・原っぱがある

・植物園をつくる

・剪定した木でキャンプファイヤーイベントを開催する

・木登り、ノーリード、泥遊びができる場所を作る

・市民と協力した資源のリサイクル活動（家具、衣服、乗物etc）
・雑草刈り、ゴミ拾いの市民ボランティア募集
・剪定した木材をバイオマス資源にする
・防災時のレジリエンスを高めるためにエネルギーの地産地消を進める
・ゴミの分別を徹底し、除草した草、剪定枝を活かしたバイオマス発電所の
設置

・木は植え続ける

・剪定した木でキャンプファイヤーイベントを開催する

・水素バスについて学ぶ機会があまりない
・ゴミの分別をもっと徹底すべき
・資源活用の仕組み、リサイクルの徹底
・街路樹がない通りがある
・剪定枝、草、生ごみを有効活用すべき
・老朽化した街路樹の伐採か植え替え
・公園の看板に記載の禁止事項が多い

・道端のポイ捨て
・夏の雑草、蚊の発生
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（１） 概要
本市では、「多摩市子ども・若者の権利を保障し支援と活躍を推進する条例」に基づき、子どもたちがまちづく

りに参画することや挑戦することを後押ししています。令和７年１月に行われた「多摩市子どもみらい会議」では
「2025年の多摩市のために私たちにできること～SDGsの達成のために何をすべきか～」をテーマに話し合い、多く
の提案と、「多摩市民一人一人がまちづくりに参画しているという意識をもって行動に移そう」というメッセージ
が発信されました。この会議を通じて子どもたちから寄せられた市政への提案やメッセージは、市役所内部での行
政評価に活かしています。

実施日時 令和７年１月24日（土） 13時30分～16時30分

参加者数 約150名（児童・生徒27名、来賓・教職員ほか関係者120名程度）

テーマ 「2050年の多摩市のために私たちできること～SDGｓの達成のために何をすべきか～」

内容

第１部 各学校のESDの取組発表
第２部 中学校区での協議・意見交換・提案の検討
第３部 全体での提案の共有及びメッセージ作成の協議
第４部 市政への提案、メッセージの発信、講評

【実施概要】

２ 子どもみらい会議
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学区 学校 提案内容

多
摩
中
学
校
区

多摩中学校
環境を守りつつ再生可能エネルギーを増やすために小型・中型の風力発電機を多摩市内に置く。

多摩市の経済成長や地域との関わりを増やすために、学校で作ったはちみつをネットやコミュニティセンターで販売する。

多摩第一小学校
再エネと省エネを組み合わせていく。太陽光パネルの設置。振動発電（聖蹟桜ヶ丘駅前）。LED電気の利用。

再生可能エネルギーで走るバスの運行。

東寺方小学校 電気をなるべく使わず夏の体育館を使いたい（ブラックカーテンや水力発電を使ったクーラーの活用）。

中学校区の提案 地域の人たちと共に協力したりより良いものを作るために協力したりして、省エネについて広めたりして地形を生かした発電を行う。

聖
ヶ
丘
中
学
校
区

聖ヶ丘中学校
多摩市全体で緊急時の助け合いや市でのつながりを作るために、地域ごとに障がいのある方や高齢者の方々などとの多様なつながり
を日常的に強める取り組みをする（例 ブラスバンドを通して交流、地域清掃、マラソン大会、挨拶運動）。

連光寺小学校 再生可能エネルギー１００％を目指すために、まち発電を行う。

聖ヶ丘小学校
過ごしやすいまちをつくるために、安心安全なまちづくりに取り組む。例として、障がい者の理解を深める取組、（交通）事故に対
する意識を高める活動、継続的なスタンプラリーイベントなど。

中学校区の提案
地域の特色を生かした発電 各地域内での日常的な交流（スタンプラリーや挨拶運動など）↑市民の安心安全が続く街を目指す
（緊急時に強く持続的な環境保全）

鶴
牧
中
学
校
区

鶴牧中学校
多摩市では高齢化が進んでいるため、様々な世代の方が関わり合えるようなイベントを行う。例えば、昔遊びを通した子どもと高齢
者の関わりなど。

南鶴牧小学校
食品ロスを減らすために（給食の）食べ残し食材を学校にいる動物の餌にし、環境に配慮する。その取組をインターネットで発信し
たり、楽しめる活動ができるとよい。

大松台小学校
（給食の食べ残しを減らすために）給食センターで作っているお米の量を減らしてもらう。好き嫌いは個人差があることを考え、
楽しく食べたり取り組んだりする工夫があると良い。

中学校区の提案
多摩市の課題は、高齢化が進んでいること、世代間の交流が少ないこと、食品ロスが多いことなので、これらを解決するために、多
摩市が行う「家族体験農業」というイベントをもっと宣伝していくことを提案する。農家の方の苦労や食品ロスについてのクイズを
したり、実際に農業の体験を行ったりするイベント。

子どもみらい会議の詳細や提案

への回答は、QRコード（市公式

ホームページ)からご覧いただけ

ます。

多摩市民一人一人がまちづくりに参加しているという意識をもって行動に移そう。

（３）提案一覧（各学校・中学校区）

（２）子どもたちから多摩市全体へのメッセージ
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Ⅳ 内部評価の結果

次年度の
施政方針
へ反映

施政方針

(市長)

Ⅰ

各部の目標・

取組方針

Ⅱ

内部評価

(政策・重点テーマ)

Ⅳ

市民による

評価

Ⅲ
議会による

評価

Ⅴ

予算編成

方針

Ⅵ
①市民ワークショップ

②子どもみらい会議
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⑴ 総合計画の進行管理について

第六次総合計画では、計画の進行管理について、「行政評価による計画の進行管理と予算との連動に取り組み、

（中略）限られた財源（予算）の中で、より効率的・効果的な財源配分と事業選択をしていく」とし、また、

「『重点テーマへの取組み方針』に定めた基本目標に即した各種の取組については、分野別計画における位置付け

にとらわれず果敢に事業選択をしていく」としています。

１ 令和７(2025)年度における行政評価（概要）

⑵ 令和７(2025)年度における内部評価について

令和７(2025)年度は、令和６(2024)年度の「試行実施」を踏まえ、引続き評価と予算の連動強化、評価事務の効

率化、各種データを踏まえた未来志向の議論の場づくり等に取り組みました。

また、内部評価にあたっては、市民参画として実施した市民ワークショップや子どもみらい会議における「市政

への提案」を踏まえ、重点テーマに取り組むにあたって、より重きを置いて進めていく基本目標や政策別の今後の

方向性を検討しました。
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基本目標１ カーボンハーフの達成に向けた行動の実践 最重点化の理由（基本目標１）

基本目標２ 安全・健康で快適な生活環境の保持

2030年のカーボンハーフの達成に向けた
取組を全庁的に進める必要があるため

基本目標３ 自然と暮らしが調和した多摩のみどりづくり

基本目標４ 意識と行動の変革につながるムーブメント

基本目標１ 健幸的な生活の獲得支援 最重点化の理由（基本目標１）

基本目標２ 安全・安心なくらしの確保 これまでの取組を総括し、健幸まちづくりの
基礎となる部分をさらに深化させていく必要
があるため基本目標３ 世代の多様性の確保

みんなが、環境問題を自分事として捉え、身の回りのことを取り組んでいくことで、環境との共生を
目指します。

重点テーマ１

環境との共生

みんなが、それぞれに生きがいを感じ、安全・安心に暮らすことができ、幸せを実感できる
社会を目指します。

重点テーマ２

健幸まちづくりの推進

みんなが、時代の変化を見据え、多様な個性、価値観・方法で活力とにぎわいのあるまちを
目指します。

重点テーマ３

活力・にぎわいの創出

基本目標１ 働くを応援し、まちの活力を高める 最重点化の理由（基本目標２）

基本目標２ まちの魅力を高め、関わる人を増やす ニュータウン再生など、住みやすい・子育て
しやすい住環境、まちの魅力づくりを推進
する必要があるため基本目標３

若い世代が希望を持って
結婚・出産・子育てができる環境をつくる

最重点化

最重点化

最重点化

２ 重点テーマにおける基本目標の最重点化

前年度の主な取組等を確認した上で、以下のとおり、次年度により重きを置いて進めていく基本目標を決定（最重点化）し、予

算化に向けた検討を進めました。
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取組状況

目指すまちの姿の
実現への課題

令和８年度に主に
取り組むべきこと

今後の方向性

政策ごとの主な取組状況を記載

上記の「取組状況」
を踏まえ、「目指す
まちの姿」の実現に
向けた課題を整理し、
記載

左記の課題解決に
向け、令和８年度
に主に取り組むべ
き内容を記載

記載例

３ 政策別の評価結果 ※ 次ページ以降記載

「目指すまちの姿（政策）」の実現に向け、「各部の目標・取組方針」に記載した前年度の主な成果・本年度の主な取組等を確認した上

で、「施策の成果目標値の達成状況」などの各種データも活用しながら、「今後の方向性」を検討しました。

「今後の方向性」では、政策全体としての主な取組状況や目指すまちの姿の実現への課題を整理し、次年度に主にどの取組に力を入れて

推進していくか、経営者層により検討を行いました。

目指すまちの姿

施策の展開

政策〇 〇〇〇の実現 【主な担当部署：〇〇部】

施策の成果目標値の達成状況

達成状況
◎：既に目標値を達成している
〇：現状値と比較し前進している
△：現状値と比較し進捗なし／遅れている
ー：実績値なし

施策１ 〇〇〇

施策２ 〇〇〇

施策３ 〇〇〇

10%

29%

43%

19%

10%

52%

19%

19%

ー

△

〇

◎

第六次総合計画で定める
「目指すまちの姿」を記載

各施策の成果目標地の達成状
況を、３段階（◎・〇・△）

で記載

第六次総合計画で
定める政策の実現
に向けた具体的な

施策を記載
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子どもや若者の権利が尊重され、その成長過程に応じて、幸せで自分らしく育ち、まちづくりへ参画し活躍できるまちが実現しています。

保護者や地域のみんながともによろこびながら子育てを支え合う関係を築き、安心して子どもを産み育てられる環境が整っています。

学校・家庭・地域社会の連携・協働によって、子どもたちの学びや育ちを支える環境が整い、子どもたちがともに学び合いながら、確かな学力、

豊かな心、健やかな体の調和のとれた生きる力を身に付けています。

目指すまちの姿

施策の展開

政策A 子どもの成長をみんなで支え、ともに生きるまちの実現 【主な担当部署：子ども青少年部、教育部】

施策の成果目標値の達成状況

達成状況
◎：既に目標値を達成している
〇：現状値と比較し前進している
△：現状値と比較し進捗なし／遅れている
ー：実績値なし

※ 上記のグラフは、令和８年度目標値に対する現状の達成率を示している。

施策１ 子どもの健やかな成長への支援

施策２ 子育て家庭への支援

施策３ 子育て・子育ちを育む地域づくり

施策４ 子ども・若者に対する多角的な支援

施策５ 児童・生徒の学びを支える環境づくり

施策６ 確かな学力を育む教育の推進

施策７ 豊かな心を育む教育の推進

施策８ 健やかな体を育む教育の推進

10%

29%

43%

19%

10%

52%

19%

19%

ー

△

〇

◎
令和５年度

令和６年度
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取組状況

目指すまちの姿の実現への課題 令和８年度に主に取り組むべきこと

今後の方向性

[ ⑦、⑧、⑨ ]の課題解決を目的とし、

[子どもたちの生きる力を育むための教育環境整備や機

会の確保・充実]

を推進していく必要がある。

急速な少子化が進むなか「子育てするなら多摩」を標榜し、子ども･若者･子育て家庭をとりまく課題解決に積極的に取り組むとともに、多摩市の豊かで質の高い子育て環

境を折に触れて発信をしている。

未就園児の子育ちと子育てを支援するため、令和８年度以降の本格実施に向けて「多摩市こども誰でも通園事業」を拡充して取り組んでいる。

母子保健と児童福祉に一体化した「こども家庭センター」を令和７年４月に開設し、妊娠期から子育て期までの切れ目のない相談支援に取り組んでいる。

「児童館の今後の在り方基本方針」に基づき「５年以内に目指す姿」の実現に向けて取り組むとともに、放課後の子どもの居場所を確保するため、週５日実施する放課後

こども教室の拡充に取り組んでいる。

小･中学生の意見表明と市政への参画機会を具現化するため、教育委員会と協働して「子どもみらい会議」に取り組む等、多摩市子ども･若者の権利を保障し支援と活躍を

推進する条例の理解促進を図っている。

子どもたちが生きる力を育み、持続可能な社会の創り手となる資質を身に付けられるよう教育環境等の充実を図るために、教育振興プランの「今後５年間に取り組むべき

施策」を改定し、取組を進めている。

主なものとしては、学校施設の大規模改修、多摩第三小学校用地拡張に向けた交渉、聖ヶ丘中学校自閉症・情緒障害特別支援学級開設準備、学校給食センター建替え基本

計画策定、学びの多様化学校開設に向けた検討、部活動の地域連携、地域移行をはじめとする学校の働き方改革推進、第三次多摩市特別支援教育推進計画の策定等である。

また、今後の児童・生徒数減少を見据え、市の新たなまちづくりとの整合性を図れるよう、これからの学校のあり方とより良い教育環境整備についての検討を開始した。

① 急速な少子化の進行に対する政策的な取組

② 多摩市子ども･若者の権利を保障し支援と活躍を推進する条例の理解促進

③ 妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援と虐待防止

④ 多様な幼児教育･保育サービスの提供

⑤ 持続可能な放課後の子どもの居場所の確保と推進

⑥ 学校施設の計画的な改修と建替え

⑦ 将来にわたって安全安心でおいしい給食の提供

⑧ 児童・生徒一人ひとりにあった多様な学びの場と機会の提供

⑨ これからの学校のあり方とより良い教育環境整備に関する方針策定と計画立案

[ ①、③、④ ]の課題解決を目的とし、

[切れ目のない相談支援 及び 幼児教育･保育の充実と

情報発信]

を推進していく必要がある。
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●施策の成果指標 目標値・実績値一覧（政策A)

施策指標名 出典
現状値

2021（令和3）
年度

単位 5年度 6年度
目標値

2026（令和8）年
度
令和8年度目標に対する令和6年度時点の達成状況

A1 子育てひろば（地域子育て支援事業）利用者数 こども家庭センター 76,520 人 134,791 134,299 115,000 ◎：すでに目標を達成している

A1 児童虐待の相談・通告先を「知っている」と回答した市民の割合 多摩市政世論調査 37.2 ％ 36.8 ー 40.0 ー：実績値なし

A2 保育所の待機児童数 子ども・若者政策課 12 人 6.0 7.0 0 〇：現状値と比較し前進している

A2 学童クラブの待機児童数 児童青少年課 70 人 168 137.0 79 △：現状値と比較し進捗なし/遅れている

A2 放課後子ども教室参加者数 児童青少年課 3,582 人 20,031 27,913 36,714 〇：現状値と比較し前進している

A3 ファミリー・サポート・センターの利用・提供会員数 こども家庭センター 1,406 人 1,372 1,372 1,500 △：現状値と比較し進捗なし/遅れている

A3 こども110番避難所協力者数（個人、事業所の合計数） 児童青少年課 3,373 人 2,953 2,876 3,022 △：現状値と比較し進捗なし/遅れている

A3 児童館登録児童数 児童青少年課 9,512 人 10,525 10,554 9,172 ◎：すでに目標を達成している

A4 子若条例を「知っている」と回答した市民の割合 多摩市政世論調査 ー ％ ー ー 20.0 ー：実績値なし

A4 子ども・若者の意見表明の数
子ども若者政策課
（児童青少年課）

ー 件／年 ー 21 24件〇：現状値と比較し前進している

A5 授業中にICTを活用して指導する能力
文部科学省調査をもとに
多摩市教育委員会で集計
（教育指導課）

82.9 ％ 88.4 85.4 85.0 ◎：すでに目標を達成している

A5 学校と家庭や地域の連携 学校評価書 33.8 ％ 50.0 55.4 45.0 ◎：すでに目標を達成している

A5 多摩市立小学校の学級を35人学級で編制 学校支援課
第1学年から第
2学年まで実施

済み

第1学年から第4
学年まで実施済

み

第1学年から第5
学年まで実施済

み

全学年完了（令和7
（2025）年度）

〇：現状値と比較し前進している

A6
「小学校5年生まで（中学校2年生まで）、課題の解決に向けて、自分
で考え、自分から取り組んでいたと思いますか」について「当てはま
る」「どちらかと言えば当てはまる」と回答している割合

全国学力・学習状況調査
結果及び教育指導課

小学校 79.2
中学校 81.8

％
小学校 77.1
中学校 80.8

小学校
82.4
中学校
79.9

100%に近づける〇：現状値と比較し前進している

A6
「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えたことがあります
か」について「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答して
いる割合

全国学力・学習状況調査
結果及び教育指導課

小学校 55.4
中学校 44.0

％
小学校 77.9
中学校 61.4

小学校
82.9
中学校
72.7

100%に近づける〇：現状値と比較し前進している

A7
全国学力・学習状況調査の「自分にはよいところがあると思う」と肯
定的回答をした割合

全国学力・学習状況調査
小学校 79.8
中学校 74.3

％
小学校 83.1
中学校 80.0

小学校
83.8
中学校
83.0

100%に近づける〇：現状値と比較し前進している

A7 どんな理由があっても、「いじめはいけない」と回答している割合 全国学力・学習状況調査
小学校 84.0
中学校 76.9

％
小学校 79.8
中学校 75.0

小学校
79.0
中学校
78.5

100%に近づける△：現状値と比較し進捗なし/遅れている

A8
全国体力・運動能力、運動習慣等調査における「運動やスポーツをす
ることが好き」と回答した割合（小５）

全国体力・運動能力、運動
習慣等調査

男 71.6 
女 59.7

（令和4(2022)
年度調査）

％
男 75.0
女 54.5

男 76.2
女 58.4

100%に近づける〇：現状値と比較し前進している

A8
全国体力・運動能力、運動習慣等調査における「運動やスポーツをす
ることが好き」と回答した割合（中2）

全国体力・運動能力、運動
習慣等調査

男 68.5 
女 45.8

（令和4(2022)
年度調査）

％
男 63.4
女 43.1

男 70.2
女 47.0

100%に近づける〇：現状値と比較し前進している

A8 朝食を「食べている」と回答している割合（小5）
全国体力・運動能力、運動
習慣等調査

男 88.2 
女 86.9

（令和4(2022)
年度調査）

％
男 88.0
女 84.8

男 86.1
女 86.6

100%に近づける△：現状値と比較し進捗なし/遅れている

A8 朝食を「食べている」と回答している割合（中2）
全国体力・運動能力、運動
習慣等調査

男 86.3 
女 78.9

（令和4(2022)
年度調査）

％
男 87.0
女 74.7

男 84.5
女 77.6

100%に近づける△：現状値と比較し進捗なし/遅れている
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57%

14%

21%

7%

7%

36%

14%

43%

ー

△

〇

◎
令和５年度

令和６年度

みんなが、住み慣れた地域で、いつまでも健康と幸せが備わった「健幸な生活」を楽しみ、安心して暮らし続けられるまちになっています。

また、地域にライフステージに応じた保健、医療、介護、福祉サービスを受けられる身近な拠点が整っており、市民と関係機関が連携しています。

さらに、年齢や障害のあるなしに関わらず、みんなが互いに認め合い、見守り支え合い、差別することなく助け合う関係が構築されています。

目指すまちの姿

施策の展開

政策B 支え合いのなかで、いつまでも安心して暮らせるまちの実現 【主な担当部署：健康福祉部】

施策の成果目標値の達成状況

達成状況
◎：既に目標値を達成している
〇：現状値と比較し前進している
△：現状値と比較し進捗なし／遅れている
ー：実績値なし

※ 上記のグラフは、令和８年度目標値に対する現状の達成率を示している。

施策１ 予防から医療まで健康づくりと健康を支えるネットワーク

施策２ 誰もが健幸で暮らしやすい地域づくり

施策３ 地域生活における高齢者支援

施策４ 障がい者（児）が安心して暮らせる地域づくり
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取組状況

目指すまちの姿の実現への課題 令和８年度に主に取り組むべきこと

今後の方向性

高度急性期から在宅医療までの地域完結型の医療提供体制の推進に向け、東京都等と連携し三次救急医療の維持に努めるとともに、一次

救急の体制について、医師会と協議を進めている。また、歯科口腔保健では、新たな歯科健診の実施や、民間企業と連携したオーラルフレ

イル予防等の取組等を行い、かかりつけ歯科医を持つことに繋がる取組を進めた。

令和７年度12月の民生委員一斉改選に向けて欠員地区の充足を図るとともに、多摩市社会福祉協議会の参加支援事業や、しごと・くらし

サポートステーションの生活に困りごとを抱えた方などへの相談事業、さらには、NPO法人との協定締結による24時間365日の無償チャット

相談（自殺対策）など各種相談支援を行うなか、さまざまな関係団体との連携・協力により誰もが暮らしやすい地域づくりを進めている。

「第９期高齢者保健福祉保健計画・介護保険事業計画」に基づき、高齢・介護施策を着実に進めている。特に第２層の地域支援コーディ

ネーターを地域包括支援センターへ委託するなど、地域生活における高齢者支援に取り組むとともに介護予防、認知症対策など高齢期特有

の課題への取組を進めている。また、共生社会を目指した「多摩市障がい者差別解消条例」や「多摩市手話言語条例」の制定をはじめ、障

がいのあるなしに関わらない助け合いのまちづくりを進めている。

① 三次救急医療の提供体制維持及び、インフルエンザ等の

流行期における、一次救急医療の診療体制の再整備

② 市民を含む地域福祉の多様な担い手、団体等のさらなる

ネットワークづくり

③ 高齢化の進行に伴う後期高齢者、高齢者ひとり暮らし、

認知症高齢者の増加による、高齢者の孤立化・孤独化と

地域社会における障がい児・者の参画への更なる支援

[ ① ]の課題解決を目的とし、

[感染症流行期等における、医療提供体制の整備]

を推進していく必要がある。

[ ② ]の課題解決を目的とし、

[多摩市版地域包括ケアネットワーク連絡会を始めとする

各種支援会議]

を推進していく必要がある。

[ ③ ]の課題解決を目的とし、

[高齢者、障がい児・者の社会参加、社会交流及び体制

整備]

を推進していく必要がある。
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●施策の成果指標目標値・実績値一覧（施策B）

施策指標名 出典
現状値

2021（令和3）年度
単位 5年度 6年度

目標値
2026（令和8）年度

令和8年度目標に対する令和6年度時点の達
成状況

B1
自分が「とても健康」「まあまあ健康」だと感じている市民の
割合

多摩市政世論調査 82.2 ％ 80.2 ー 83.0 ー：実績値なし

B1 健康のために実践していることがある市民の割合 多摩市政世論調査 72.6 ％ 73.3 ー 70.0％以上ー：実績値なし

B1
喫煙習慣がある市民のうち、受動喫煙に配慮している市民
の割合

多摩市政世論調査 89.6 ％ 96.4 ー 90.0 ー：実績値なし

B1 国民健康保険特定健康診査受診率 保険年金課 48.5 ％ 49.3％ ー 58.0 ー：実績値なし

B1 かかりつけ医師を持つ市民の割合 多摩市政世論調査 60.4 ％ 63.0 ー 62.5 ー：実績値なし

B2
地域活動や行事、またはボランティア活動に「現在参加して
いる」「これまでに参加したことがある」と回答した市民の割
合

多摩市政世論調査 70.5 ％ 70.3 ー 75.0 ー：実績値なし

B2
民生委員・児童委員の欠員地区ゼロを目指し、地域からの候
補者選考を経て東京都に推薦を行う人数

福祉総務課 92 人 79 82 95 △：現状値と比較し進捗なし/遅れている

B2
多摩市内における自殺死亡率（人口10万人あたりの自殺者
数）

警察庁自殺統計
14.1

（令和3（2021）年1月
～12月の実績）

％ 16.2 14.9 12.3 △：現状値と比較し進捗なし/遅れている

B2
福祉的配慮を必要とする成年後見制度利用者（利用予定者
を含む）

福祉総務課 22 人 18.0 25.0 30 〇：現状値と比較し前進している

B3 地域介護予防教室延べ参加者数 高齢支援課 13,000 人 23,401 25,591 20,000 ◎：すでに目標を達成している

B3 認知症サポーター養成講座受講者数 高齢支援課 14,721 人 15,830 16,277 17,200 〇：現状値と比較し前進している

B3 在宅療養支援窓口相談実件数 高齢支援課 93 件 121 111 115 〇：現状値と比較し前進している

B4
障がいのある方が現在の住まいにこれからも「住み続ける」
「将来市内で転居する」と回答している割合

多摩市障がい者
生活実態調査

68.9
（令和2年度調査)

％ 70.4

＿

74.9 ー：実績値なし

B4
障がいのある方やその家族が日常生活の中で障がい者へ
の差別等を「ほとんど感じない」「全く感じない」割合

多摩市障がい者
生活実態調査

55.9
（令和2年度調査)

％ 63.1

＿

61.9 ー：実績値なし
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みんなが、互いの個性を認め、人権を尊重し合い、交流しながら、平和で心豊かに安心して暮らせるコミュニティが形成されています。

地域の中で活動する団体や人がつながり合い、支え合えるしくみがあり、これによって、新たな活動が生まれ増えていく多世代共生型コ

ミュニティが実現しています。

生涯学習・社会教育活動、スポーツの場や機会が確保され、活動の成果を活かし、みんなが成長できるまちになっています。

伝統的な地域文化の継承や新たな文化の創造と発信により、みんなが文化芸術に出会い、楽しみ、さらに文化芸術を創り出せるまちに

なっています。

目指すまちの姿

施策の展開

政策C 地域で学び合い、活動し、交流しているまちの実現 【主な担当部署：協創推進室、くらしと文化部、教育部】

施策の成果目標値の達成状況

達成状況
◎：既に目標値を達成している
〇：現状値と比較し前進している
△：現状値と比較し進捗なし／遅れている
ー：実績値なし

※ 上記のグラフは、令和８年度目標値に対する現状の達成率を示している。

施策１ 平和の希求と人権の尊重・男女平等の推進

施策２ 交流による多文化共生社会の醸成

施策３ 多世代共生型のコミュニティづくりの推進

施策４ 学びや学びあいからはじまる地域づくりの推進

施策５ 「社会教育」と「家庭教育支援」の充実

施策６ スポーツを通じてつながり、笑顔になれる

まちづくり

施策７ 文化芸術が身近にあるまちづくりの推進

30%

4%

30%

35%

0%

22%

57%

22%

ー

△

〇

◎
令和５年度

令和６年度
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「協創」を実現するためのしくみ・しかけとして、市の職員が地域の活動、イベントなどを支援する協創サポーター制度を創設するとともに、エリアミーティングなどの地域ごとに開催するワークショップ参加者など

が、新たに地域をフィールドに活動を始める事例も出てきている。

令和６年度に策定した多文化共生推進基本方針に基づき、共生社会の実現に向けた取組を進めている。富士見町町制施行70周年記念事業を実施しつつ、令和８年度の友好都市提携40周年に向けた記念事業について検討

を進めている。令和７年５月には、アイスランドのレイキャビク市と友好関係の構築に向けた覚書締結を行った。

市民が文化芸術に日常的に親しむことができるよう、「みんなの文化芸術振興プラン2025」の推進に向けて、施策の評価や計画の推進等の協議準備を進めている。

協定を締結しているトップチームとの協働や周辺自治体との連携によりトップアスリートとの触れ合いや、スポーツ体験事業に取り組んでいる。市内事業者との連携により市内でのパブリックビューイングを行うなど、

街中でスポーツを楽しめる取組を進めている。

酷暑時においても安全にスポーツのできる環境としていくため、総合体育館第１スポーツホールの空調整備及び利用料金改定業務を進めている。

中学生がスポーツ・文化芸術活動に継続して親しみ、地域で活動ができるよう地域のスポーツ・文化芸術団体と連携した学校部活動の地域クラブへの移行に取り組んでいる。

戦後80年を迎え戦争体験者が急速に減る中、戦争の悲惨さや平和の尊さを継承するため「平和展」や「子ども被爆地派遣事業」を引き続き実施するとともに、歴代派遣員による平和活動の充実を図っている。

人権問題に対する正しい情報を提供し、理解啓発を図るため、法務大臣委嘱の人権擁護委員とも協力・連携しながら、様々な啓発事業を実施している。

依然として根強く残る固定的性別役割分担意識の解消や、女性支援法の施行に伴い困難な問題を抱える女性の福祉増進が求められている現状を踏まえ、「第４次多摩市女と男がともに生きる行動計画」の中間見直しに

着手した。

児童・生徒・市民の学びを支援するため、公民館や図書館をはじめ、学校開放施設や文化財施設、八ヶ岳少年自然の家等で市民活動の場と体験学習の機会を提供している。

文化財施設のうち、鶴牧西公園内にある国登録有形文化財の保存活用計画の策定作業を、令和６、７年度の２か年をかけて行っている。

八ヶ岳少年自然の家については、他市の学校の移動教室を受け入れる等、利用促進を図りつつ、今後の施設のあり方についての検討を行っている。

公民館については、令和10年度からの大規模改修に向けた検討を行うとともに、不登校児童・生徒の学びの場と居場所づくりのため、日野市と共同で「ひのたまＵＬＴＬＡプロジェクト」の実施に向けた検討を行って

いる。

図書館については、「知の地域創造」の実現に向けた第二次多摩市読書活動振興計画の策定作業を、令和６、７年度の２か年をかけて行うとともに、各地域館が抱える課題解決に向けた検討を行っている。

取組状況

目指すまちの姿の実現への課題 令和８年度に主に取り組むべきこと

今後の方向性

⑩ 社会教育施設の利便性向上や適正な維持管理、活用方策の策定
⑪ 多様な学びの場の創出や地域活動支援
⑫ 市民の読書活動振興支援と図書館運営の改善、地域性を活かした各図書館の取組の推進

[ ⑩、⑫ ]の課題解決を目的とし、
[社会教育施設の機能向上や運営改善]
を推進していく必要がある。

④ 市民の多文化共生に関する意識醸成
⑤ 都市間交流に関する市民認知度向上と機運醸成、市民レベルの交流の深化・創出
⑥ 日常的に文化芸術に親しむ市民を増やすための中間支援機能の強化
⑦ スポーツを身近に感じ、親しみ、スポーツに取り組め、かつ、気候変動に対応し、

酷暑時でも安全にスポーツができる環境の整備
⑧ 地域のスポーツ団体・文化芸術団体との連携による学校部活動の地域クラブへの移行
⑨ ジェンダー平等意識の醸成と困難な問題を抱える女性への支援体制の整備

[ ⑤ ]の課題解決を目的とし、[富士見町との友好都
市提携40周年記念事業やレイキャビク市との新たな交流
事業]
を推進していく必要がある。

[ ⑧ ]の課題解決を目的とし、[学校部活動の地域クラ
ブへの移行について試行実施]
を推進していく必要がある。

① 【支える】自治会活動、コミュニティセンター運営協議会など、
既存活動への支援策が急務

② 【つなぐ】地域単位で、多主体のつながりをつくるためのしくみ、しかけづくり
③ 【掘り起こす】地域人材の発掘から、ステップアップしていくためのしくみ

[ ② ]の課題解決を目的とし、
[地域の多様な主体が協力・連携しやすい体制づくり]
を推進していく必要がある。
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●施策の成果指標 目標値・実績値一覧（政策C）

施策 指標名 出典
現状値

2021（令和3）年度
単位 5年度 6年度

目標値
2026（令和8）年度

令和8年度目標に対する令和6年度時点の達成状況

C1
平和展の参加者アンケートで「平和への意識が深まった」と
回答した市民の割合

平和・人権課 ー ％ 89.7 96.3 90.0％以上◎：すでに目標を達成している

C1
「市民が平和に暮らせる（差別や人権侵害がない）まち」で
あるかの設問に「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と
回答した市民の割合

多摩市政世論調査 41.4 ％ 37.8 ー 45.0 ー：実績値なし

C1
男女の地位の平等感について「平等になっている」と回答し
た市民の割合

多摩市政世論調査 18.4 ％ 13.6 ー 25.0 ー：実績値なし

C2 都市交流推進事業への市民の参加者数
文化・生涯学習推
進課

225 人 449.0 496.0 250 ◎：すでに目標を達成している

C2 アイスランド交流事業への市民の参加者数
文化・生涯学習推
進課

33（令和4
（2022）年度）

人 86.0 392.0 100 ◎：すでに目標を達成している

C2 国際化推進事業への市民の参加者数
文化・生涯学習推
進課

3,608 人 4559.0 4918.0 5,800 〇：現状値と比較し前進している

C2 日本語教室への在住外国人の参加者数
文化・生涯学習推
進課

2,233 人 2529.0 3071.0 3,500 〇：現状値と比較し前進している

C3
「(仮)協創スタッフ(専任職員)」が配置されたことで実現し
た新たな事業（プロジェクト）の数

市民参画の実績調
査（協創推進室）

ー 事業 22.0 43.0 20 ◎：すでに目標を達成している

C3
中間支援機能を担う団体による伴走支援によって実現した
新たな事業（プロジェクト）の数

市民参画の実績調
査（協創推進室）

ー 事業 25.0 28.0 20 ◎：すでに目標を達成している

C3
多活動マッチング型の地域プラットフォームができたことで
実現した新たな事業（プロジェクト）の数

市民参画の実績調
査（協創推進室）

ー 事業 19.0 43.0 20 ◎：すでに目標を達成している

C4
「地域の支え合いにより、住み慣れた地域で暮らし続けられ
るまちだと思いますか」について「そう思う」「どちらかとい
えばそう思う」であると回答した市民の割合

多摩市政世論調査 47.9 ％ 43.9 ー 継続的な向上ー：実績値なし

C4
「文化活動やスポーツをするための環境がよいまちだと思
いますか」について「そう思う」「どちらかといえばそう思う」
と回答した市民の割合

多摩市政世論調査 41.7 ％ 34.9 ー 継続的な向上ー：実績値なし

C4 1年間に生涯学習をしたことがあると回答した市民の割合 多摩市政世論調査 68.4 ％ 70.2 ー 継続的な向上ー：実績値なし

C5 学校開放・クラブハウス利用件数
教育振興課（社会
教育担当）

10,593 件 16,732 16,648 19,300 〇：現状値と比較し前進している

C5 八ヶ岳少年自然の家の延利用者数
教育振興課（社会
教育担当）

11,602 人 17,297 20,759 22,000 〇：現状値と比較し前進している

C5
文化財施設の延来館者数 教育振興課（文化

財担当）
49,108 人 32,075 25,099 51,450 

△：現状値と比較し進捗なし/遅れてい
る

C5 公民館利用者数 公民館 77,668 人 143,031 147,840 200,000 〇：現状値と比較し前進している
C5 図書館利用者カード登録者数 図書館 45,107 人 53,833 58,638 52,000 ◎：すでに目標を達成している

C6 週1回以上スポーツをしている 多摩市政世論調査 50.7 ％ 51.1 ー 60.0 ー：実績値なし

C6 スポーツ観戦者数 スポーツ振興課 553 人 1,971 2,844 1,600 ◎：すでに目標を達成している
C6 スポーツボランティア参加者数 スポーツ振興課 ー 人 91.0 52.0 350 〇：現状値と比較し前進している

C7
1年間に、有料の、文化や芸術の公演や展示等を1回以上鑑
賞したことがあると回答した市民の割合

多摩市政世論調査 ー ％ 53.9 ー 60.0 ー：実績値なし

C7
パルテノン多摩の大ホールおよび小ホールにおける年間利
用者数の合計

文化・生涯学習推
進課

166,454 人 166,538 188,761.0 205,000 〇：現状値と比較し前進している 68



33%

17%

33%

17%

25%

8%

50%

17%

ー

△

〇

◎
令和５年度

令和６年度

市民や市民団体、事業者、大学など地域の多様な主体が交流し、連携することを通して、イノベーションが生まれ地域産業が成長すると

ともに、みんなが多様な働き方を実現することで、働きやすく活気と魅力のあるまちになっています。

また、地域にある資源を活かしたまちの魅力づくりと発信によって多くの人が訪れ、集い、賑わっています。

農地の持つ多面的な機能を活かすため、農業者と市民が協力し、都市農業が持続的に営まれています。

目指すまちの姿

施策の展開

政策D みんながいきいきと働き、集い、活気と魅力あふれるまちの実現 【主な担当部署：市民経済部】

施策の成果目標値の達成状況

達成状況
◎：既に目標値を達成している
〇：現状値と比較し前進している
△：現状値と比較し進捗なし／遅れている
ー：実績値なし

※ 上記のグラフは、令和８年度目標値に対する現状の達成率を示している。

施策１ 活力ある地域経済を支える産業の振興

施策２ 拠点地区活性化の推進

施策３ 観光の視点からのまちの魅力づくりの推進

施策４ 農業者と市民が支える都市農業の推進
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取組状況

目指すまちの姿の実現への課題 令和８年度に主に取り組むべきこと

今後の方向性

長期的な視点で計画的に産業振興策を進めていくことを目的に「多摩市産業振興マスタープラン」を令和７年３月に策定した。今後、本プランに則っ
た事業計画及び評価方法を決定し、着実に進めていく。
駅を中心とした拠点地区について、聖蹟桜ヶ丘ではエリアマネジメント団体等への支援を行いながら駅周辺の活性化に取り組んでいる。多摩センター

ではパルテノン多摩や中央図書館、多摩中央公園でのハード整備や、「わくわくプロジェクト」による多様なまちづかいへの仕組みづくり等を受けて、
更に駅周辺での夜間の滞在時間を延ばす取組を行うなど、行政・企業・市民等が連携し、地域にある資源や個性を活かしたまちの魅力づくりに向けた取
組を進めている。
企業誘致では、市内の宿泊機能が不足していることから企業立地促進条例を改正し、宿泊施設の誘致に取り組んでいる。
観光・来街の促進ではキャラクターや食、多摩市の様々なロケーション等地域の資源・魅力を発掘・活用したイベントの実施やその情報発信を行って

いる。
年々農地面積及び農家数が減少してきている中で、多面的な機能を持つ農地を保全していくために、「いきいき市」等の市内産野菜の販売場所周知や

市内産野菜の認知度向上及び販路の拡大に取り組んでいる。

①若者に選ばれるまちとしての環境整備

②立地優位性を活かした企業誘致

③創業支援による地域経済の活性化

④まちの活性化と個性豊かな賑わいの形成

⑤豊かな環境を活かした多様な働き方の実現

⑥まちの魅力の発信

⑦農地面積及び農家数減少への対策

[ ③、④、⑥ ]の課題解決を目的とし、

[多摩市産業振興マスタープランに則った各種産業振興

策と地域資源の機をとらえた事業展開]

を推進していく必要がある。
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●施策の成果指標目標値・実績値一覧（政策D）

施策 指標名 出典
現状値

2021（令和3）年度
単位 5年度 6年度

目標値
2026（令和8）年度

令和8年度目標に対する令和6年度時点
の達成状況

D1 開業率（年平均） 経済センサス 6.1 ％ ー ー 6.5 ー：実績値なし

D1 市内事業所数 経済センサス 3,603 ー ー 3,653 ー：実績値なし

D1 市内事業所付加価値総額の増加率 経済センサス 0 ％ ー ー 1.0 ー：実績値なし

D1

市内新規設立法人件数 国税庁ホームページ
115

（令和4（2022）年度）
件 142.0 111.0 122 △：現状値と比較し進捗なし/遅れている

D2 聖蹟桜ヶ丘駅周辺の来訪者数(月平均） 経済観光課 629,627 人 668,618 659,998 740,000 〇：現状値と比較し前進している

D2 多摩センター駅周辺の来訪者数(月平均) 経済観光課 860,414 人 944,076 956,050 1,100,000 〇：現状値と比較し前進している

D2 永山駅周辺の来訪者数(月平均) 経済観光課 469,725 人 500,140 484,423 590,000 〇：現状値と比較し前進している

D3
多摩市観光まちづくり交流協議会Instagram
フォロワー数

経済観光課 362 人 607 770 900 〇：現状値と比較し前進している

D3 来街者数 経済観光課 12,874千 人 15,574千 15,862千 15,700千◎：すでに目標を達成している

D4 農地面積
東京都の地域・区市町
村別農業データブック

39.1 ha 36.1 34.5 38.0 △：現状値と比較し進捗なし/遅れている

D4 農家数 農林業センサス 70 戸 ー ー 59 ー：実績値なし

D4 認定農業者数 経済観光課 9 経営体 12 13 13 ◎：すでに目標を達成している 71



これまでのまちづくりをもとに地域の在り方の変化に対応できる、将来を見据えたまちへと再編されています。

自然災害に備えて強靭化され、適切に維持更新されている都市基盤施設と、市民や地域による助け合いや行政の支援により、災害や犯罪など

から守られ、安全に安心して暮らしています。

多様なライフスタイルや家族形態に対応した良質な住環境や交通ネットワークが形成され、みんなが安心していきいきと暮らし続けられるまち

になっています。

目指すまちの姿

施策の展開

政策E みんなが安心して快適に住み続けられるまちの実現 【主な担当部署： 総務部、都市整備部、下水道部】

施策の成果目標値の達成状況

達成状況
◎：既に目標値を達成している
〇：現状値と比較し前進している
△：現状値と比較し進捗なし／遅れている
ー：実績値なし

※ 上記のグラフは、令和８年度目標値に対する現状の達成率を示している。

施策１ 次世代につなぐ都市づくりの推進

施策２ 安全で快適な道路環境整備

施策３ 安全・安心で快適な市民生活を支える下水道

施策４ 減災・防災体制のさらなる強化

施策５ 暮らしの安全を守るまちづくりの推進

施策６ 良質な住宅ストックの確保と良好な住居環境の形成

施策７ 交通ネットワークの形成
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取組状況

目指すまちの姿の実現への課題 令和８年度に主に取り組むべきこと

⑧ 頻発する豪雨に対応できるように、引き続き下水道整備を進めるとともに、雨水貯留浸
透施設の設置などの雨水流出を抑える流域対策を行う。

⑨ 災害時においても衛生的な生活環境を維持するため、耐震化等に引き続き取り組むこと
が必要。

⑩ 下水道施設に機能不全が生じた場合、市民生活に重大な影響を及ぼす恐れがある管渠等
について調査を実施し、調査の結果を踏まえて適切な修繕、更新等を行うことが必要。

[ ⑧、⑨、⑩ ]の課題解決を目的とし、
[公共施設や民間施設への雨水貯留浸透施設などの設置
について各事業者との連携・協力、耐震化計画の取組、
ストックマネジメント計画の取組]
を推進していく必要がある。

今後の方向性

市役所本庁舎建替えに向けて、基本設計の業務委託に向けた手続き及び区画整理事業の検討を進めている。

多摩市地域防災計画の策定を進めるとともに、防災ライト層向けのイベントやフェーズフリー防災の普及、市民への周知など、首都直下地震への備え

を進めている。また、防災備蓄品は学校跡地施設からの移転に向け、新たな候補地を検討中であり、併せて、消防団支援アプリ導入準備や、防犯カメラ

設置補助の実施に向けた手続きも進めている。

令和７年３月に改定した「多摩市都市計画マスタープラン」に基づき、多摩市の都市づくりの課題解消に向け、都市計画手法を用いて速やかに取り組

む項目を順次進めている。また、都市計画マスタープランの改定を受けて、立地適正化計画や住宅マスタープラン、交通マスタープラン、道路整備計画

など個別計画の策定・見直しを進めている。

また、成果指標となっている無電柱化事業や橋梁維持管理事業、住宅耐震化等促進事業、隣居近居促進事業等については、着実に取組を進め年度目標

を上回る成果を上げている。

全国的な気候変動により激甚化・頻発化する豪雨に備えて目標降雨を引き上げ、あらゆる関係者の協働により、河川整備・下水道整備・流域対策を中

心とした浸水被害防止に向けた施策を強化する必要がある。

多摩市においては、独自の治水対策方針となる「（仮称）多摩市下水道総合治水対策方針」の策定作業を令和５年度から進めている。

① 耐震性と防災拠点機能の不足が課題となっている市役所本庁舎の建替えとレッドゾーン
解消等を含めた区画整理事業の実施が必要。

② 首都直下地震に備え、地域防災計画で定めている事項の具現化と防災ライト層に働き
かけるイベントの更なる開催、フェーズフリー防災への市民周知が必要。

③ 消防団員の担い手を確保するため、消防団の魅力向上が必要。
④ 市民の安全安心に資する防犯カメラ設置補助事業等を継続して行っていくことが必要。

[ ① ]の課題解決を目的とし、

[庁舎建替事業及び区画整理事業]

を推進していく必要がある。

[ ② ]の課題解決を目的とし、

[更なる防災対策の推進や市民等への働きかけ]

を推進していく必要がある。
⑤ 人々の生活が多様化し、都市に求められる機能も変化していることや、今後の人口減

少と高齢化の進行を踏まえ、都市の再構築を図り、まちの魅力や価値を向上させ、持
続可能な都市に変化していく事が必要。

⑥ 都市計画の設定や変更は、土地などの私有財産の価値の増減や制限にも影響を及ぼす
取組であることから、十分な検討と根拠の位置づけが必要。

⑦ 多摩ニュータウンの初期入居から50年以上が経過し、施設やインフラの老朽化に加
え、街路樹の老木化・大径木化が進んでおり、ＮＴ再生の取組推進や、効果的・効率
的な維持管理手法の導入検討が必要。

[ ⑥、⑦ ]の課題解決を目的とし、
[立地適正化計画など、都市計画の制度や事業手法を用
いた取組]
を推進していく必要がある。
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●施策の成果指標目標値・実績値一覧（政策E）

施策 指標名 出典
現状値

2021（令和3）年度
単位 5年度 6年度

目標値
2026（令和8）年度

令和8年度目標に対する令和6年度時点
の達成状況

E1
都市計画用途地域の見直し面積（令和4（2022）
年3月末以降の見直し累計）

都市計画課 0 ha 0 0 4.6 △：現状値と比較し進捗なし/遅れている

E2 ユニバーサルデザインブロック設置路線延長割合 道路交通課 53.4 ％ 59 59 70.0 〇：現状値と比較し前進している

E2 無電柱化計画路線の進捗率 道路交通課 17.0 ％ 17.0 17.0 17.0 ◎：すでに目標を達成している

E2
定期点検で機能に支障が生じていない状態と
評価された橋りょうの割合

道路交通課 86.9 ％ 89.1 90.2 90.0 ◎：すでに目標を達成している

E3 管路耐震化（管口可とう化）の進捗率 下水道課 0 ％ 0 0 25.5 △：現状値と比較し進捗なし/遅れている

E4 防災連絡協議会の数 防災安全課 4 組織 5 6 7組織〇：現状値と比較し前進している

E4 消防団員の定員充足率 防災安全課 96.7 ％ 95.7 97.2 97.0 ◎：すでに目標を達成している

E5

体感治安の向上
世論調査における設問「生活環境の総合評価／防
犯・風紀の点」の「良い」「どちらかといえば良い」
の割合

多摩市政世論調査 78.1 ％ 76.8 ー 80.0％以上ー：実績値なし

E6 優良建築物等整備事業利用管理組合数（累計） 都市計画課 3 管理組合 5 9 8 ◎：すでに目標を達成している

E6 マンション管理計画認定管理組合数（累計） 都市計画課 0 管理組合 0 4 2 ◎：すでに目標を達成している

E6 隣居･近居促進事業の利用世帯数（累計） 都市計画課 22 世帯 46 71 59 ◎：すでに目標を達成している

E7 市内鉄道駅の1日平均乗降客数（８月に算出） 鉄道各社資料 254,760 人 293,128 299,601 300,000 〇：現状値と比較し前進している

E7
「交通の便」の感想について、「良い」「どちらかとい
えば良い」と回答した市民の割合

多摩市政世論調査 79.4 ％ 78 ー 80 ー：実績値なし

E7 交通事故死者数（暦年）
警視庁
「東京の交通事故」

1 人 2 0 0 ◎：すでに目標を達成している
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すべての生命が活動する土台である地球環境を守るため、みんなが環境問題を自分事として捉え、2050年までの二酸化炭素排出実質ゼロの実現

に向けて行動しています。自然環境を支える人材が育ち、豊かなみどりと親しみのある水辺環境が保全・創出され、生物の多様性が維持・向上さ

れています。

また、持続可能な循環型社会への転換を目指し、みんなが環境への負荷が少ない活動をしています。

目指すまちの姿

施策の展開

政策F 地球にやさしく、水とみどりとくらしが調和したまちの実現 【主な担当部署：環境部】

施策の成果目標値の達成状況

達成状況
◎：既に目標値を達成している
〇：現状値と比較し前進している
△：現状値と比較し進捗なし／遅れている
ー：実績値なし

※ 上記のグラフは、令和８年度目標値に対する現状の達成率を示している。

施策１ スマートエネルギー社会の構築

施策２ 自然環境・都市環境の保全と創出

施策３ 資源循環社会の構築

施策４ 環境を支える人づくりとパートナーシップの形成

27%

27%

0%

45%

45%

18%

0%

36%

ー

△

〇

◎

令和５年度

令和６年度
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令和２年６月には市民と気候危機を共有し、ともに地球温暖化対策に取り組むため、多摩市と多摩市議会が共同により、「多
摩市気候非常事態宣言」を行い、令和６年３月には多摩市に関わる全ての市民が環境に対する意識や行動を見直し、これまでの
社会・経済のしくみを変えていくための「第３次多摩市みどりと環境基本計画」を策定した。
また、市民、事業者及び市が連携して行う取組として、国の支援を活用し、市域全体での再生可能エネルギー導入の最大化に

向けた重点対策加速化事業を実施、さらに「多摩市生きもの調査隊」の100名を超える隊員で市内の生きものを観察し、生物多

様性の保全を進めた。また、市民から親しまれる特色のある公園としての多摩中央公園をリニューアルオープンし、グリーンラ

イブセンターをみどりの拠点からみどりと環境の拠点へと拡大、気候市民会議の参加者による脱炭素社会への転換に向けた取組

の提案と実行、資源循環の取組では、ペットボトルの分別ルールの徹底と水平リサイクルの推進、食品ロス削減や使い捨てプラ

スチックの削減など事業者と連携した啓発活動を行ってきた。

① 2030年カーボンハーフを達成するための市民・事業者・行政

の行動変容

② 生物多様性に配慮した暮らしの転換など、広義の「生物多様

性」の視点を持つことへの啓発

③ 多摩市の豊かなみどりの持続可能な保全・育成手法への転換

④ 市民・事業者が主体的にごみの発生抑制・資源循環に取組め

る環境づくり

取組状況

目指すまちの姿の実現への課題 令和８年度に主に取り組むべきこと

[ ②と③ ]の課題解決を目的とし、

[暮らしと調和した安心安全なみどりの維持管理

手法の転換への検討を進めるとともに、日常生活

の中で生物多様性からの恵みが実感できる取組]

を推進していく必要がある。

今後の方向性

重点テーマ「環境との共生」の最重点化テーマと

して選定した基本目標「カーボンハーフの達成に

向けた行動の実践」に取り組むとともに、
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●施策の成果指標目標値・実績値一覧（政策F）

施策 指標名 出典
現状値

2021（令和3）年度
単位 5年度 6年度

目標値
2026（令和8）年度

令和8年度目標に対する令和6年度時点
の達成状況

F1

市内の二酸化炭素排出量 環境政策課 706,000
（令和2（2020）年度）

tー
CO2

736,000
(令和3(2021)年度)

757,000
(令和4(2022)年度)

541,000
（令和7（2025）年度）

△：現状値と比較し進捗なし/遅れている

F1 市施設における二酸化炭素排出量（６月末に算出） 環境政策課 10,090,875 
kgー
CO2

9,045,084 7,039,310 7,538,908 ◎：すでに目標を達成している

F1 市施設における電気使用量（６月末に算出） 環境政策課 14,882,770 kWh 16,149,108 16,324,106 15,429,448 △：現状値と比較し進捗なし/遅れている

F2 みどり率 公園緑地課
50.0（令和元（2019）

年度）
％ ー ー 現状を維持ー：実績値なし

F2 生物多様性の拠点（3地点）のいきものの種類数 環境政策課 ー 種 ー 1,007
令和6年度の調査結果

を維持又は増やす
ー：実績値なし

F2 水辺・公園緑地の環境に対する市民満足度 公園緑地課 50.4 ％ ー ー 52.0 ー：実績値なし

F3 総ごみ量 資源循環推進課 37,293 トン 35,085 34,712 35,164 ◎：すでに目標を達成している

F3 資源化率 資源循環推進課 34.0 ％ 32.0 33.5 34.7 △：現状値と比較し進捗なし/遅れている

F3 市民1人1日あたりのごみ量 資源循環推進課 567.1 グラム 532.6 530.9 535.1 ◎：すでに目標を達成している

F4
毎年度、多摩市版気候市民会議を開催し、取組内容
を1項目以上レベルアップしていく（定性指標）

環境政策課 ー ー ー 5
1項目以上のレベル

アップ
◎：すでに目標を達成している

F4 多摩市版気候市民会議の開催回数 環境政策課 5 回 5 5 5 ◎：すでに目標を達成している

77



Ⅴ 議会による評価

次年度の
施政方針
へ反映

施政方針

(市長)

Ⅰ

各部の標・

取組方針

Ⅱ

内部評価

(政策・重点テーマ)

Ⅳ

市民による

評価

Ⅲ
議会による

評価

Ⅴ

予算編成

方針

Ⅵ
①市民ワークショップ

②子どもみらい会議
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Ⅵ 予算編成方針

次年度の
施政方針へ
反映

施政方針

(市長)

Ⅰ

各部の標・

取組方針

Ⅱ

内部評価

(政策・重点テーマ)

Ⅳ

市民による

評価

Ⅲ
議会による

評価

Ⅴ

予算編成

方針

Ⅵ
①市民ワークショップ

②子どもみらい会議
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参考資料

多摩市の行財政運営に関する資料
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多摩市の行財政運営に関する主な資料

■行財政運営に関する資料
・中期財政見通し
「中期財政見通し」は、行財政環境が大きく変化する中、市民の皆さんと共にこれからのまちづくりを考えていくための資料として、今後4年間の財政の見通しや、公
共施設のマネジメントや、財政健全化の現況、市としての取組の方向性等をお示しするものです。

ＵＲＬ： https://www.city.tama.lg.jp/shisei/keikaku/kaikaku/unei/1004965.html

■行財政改革に関する資料
・第９次行革計画「多摩市持続可能な市政運営のための取組み（令和２～５年度）」の達成状況（総括）について
「多摩市行財政改革大綱」（昭和61年）以来、継続して取り組んできた行財政改革の第9次となる計画「多摩市持続可能な市政運営のための取組み」が、令和５(2023)
年度をもって、取組期間が終了したため、各取組の達成状況等を振り返り、総括として取りまとめたものです。なお、令和６(2024)年度からは第10次の行革計画「多摩
市行財政マネジメント計画・多摩市DX推進計画」(令和６～９年度)のもとでの取組を推進しています。

ＵＲＬ： https://www.city.tama.1g.jp/shisei/keikaku/kaikaku/gyouzaiseikakaku/1004952.html

■財政状況に関する資料
・多摩市の財政状況（決算の概要） 普通会計による多摩市の分析
普通会計による多摩市の財政状況を、過去からの推移や他の自治体との比較により分析したものです。
（普通会計とは、地方財政統計上の会計区分です。全国の自治体で同じ条件で数値を出しているので、他の自治体との比較ができます。）
この『多摩市の財政状況』については、各年度の『多摩市の財政白書』（各年度末３月発行）の「第３部 決算状況の推移と他市との比較」にも掲載しています。

ＵＲＬ： https://www.city.tama.lg.jp/shisei/zaisei/jyoukyou/1004939.html

・『多摩市の財政白書』 決算についての解説書
多摩市の決算についての主な資料を１冊にまとめ、更に基本となるデータを追加したものです。

ＵＲＬ： https://www.city.tama.lg.jp/shisei/zaisei/jyoukyou/1004940.html

・多摩市の財務書類
多摩市では、市の財政状況をわかりやすく市民の皆さんにお知らせするために、平成12（2000）年度から「総務省方式」のバランスシートを公表してきました。
さらに、平成20（2007）年度決算からは、「総務省方式改訂モデル」による財務書類を作成し、平成20（2008）年度決算からは、普通会計だけでなく、特別会計・
一部事務組合・外郭団体等を含めた「連結財務書類」を作成してきました。
平成28（2016）年度決算から、総務省より公表された「統一的な基準による地方公会計マニュアル」に基づく財務書類を作成し、公表しています。

ＵＲＬ： https://www.city.tama.lg.jp/shisei/zaisei/jyoukyou/1004935.html
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